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尼崎市の人口動態、1,765 人の転入超過！ファミリー世帯の転出超過も大幅改善！ 

 

  令和５年中の人口動態については、住民基本台帳に基づき集計した結果、本市の社会動態は

1,765 人の転入超過となりました。さらに、本市の最重要課題であるファミリー世帯の転出超過

数は 180 世帯となり、前年より大幅に改善しました。 

 

１ 令和５年中の人口動態 

本市全体の人口でみると、自然動態は、出生が 3,322 人、死亡が 5,936 人で 2,614 人の減少と

なりました。一方、社会動態は、転入が 19,555 人、転出が 17,790 人で 1,765 人の増加となりま

した。社会動態の増加数は、社会動態が一旦減少に転じた昭和 44 年以降で、最も高い数字とな

っています。 

さらに、本市では、まちの大きな課題として位置付けているファミリー世帯の転出超過傾向の

解消に向けて、子ども・子育て支援の充実やイメージの向上に向けて総合的に取組を推進してい

るところですが、令和５年のファミリー世帯の社会動態は、転入が 606 世帯、転出が 786 世帯で

180 世帯の転出超過となり、前年の 317世帯から大幅に改善（43.2％の減）しました。 
 

２ 本市の近年の人口動態（平成 26 年～令和 5年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 本市の人口動態の推移 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月２９日 

所 属 都市政策課 

所属長 曽田 研之介 
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４ ファミリー世帯の社会動態の推移 
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